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主催：早よつくろう！「慰安婦」問題解決法ネット・ふくおか  
            連絡先 ０９２－７１３－１８７９（花房） 

 氷点下のソウルの冬、日本大使館前には毎週水曜日、高齢の日本

軍「慰安婦」被害者たちや、支援団体の女性たち、若者たちが定期

デモを繰り広げています。 

1992年1月、日本の宮沢首相訪韓の折に始まったこのデモは以来14

年、この3月15日で700回を迎えます。韓国だけではありません。

台湾(台北)、フィリピン(マニラ)、オランダでも、今も被害者たち

の訴えは続いています。日本政府はこれまで、「女性のためのアジア

平和国民基金」を設立して、韓国、台湾、フィリピン 3カ国の被害

者に対する「償い金」の支給などによって問題解決を図ってきまし

たが、日本政府の法的な賠償と公式謝罪を要求する被害者と被害当

事国支援者の願いに答えることはできませんでした。多くの被害者

たちから「償い金」が拒否されたまま、国民基金は最後の年を迎え

ようとしています。日本政府はこれをもって「慰安婦」問題は終わ

ったとするのではないでしょうか？ 

私たちは、今年こそ、「国民基金」ではない、「慰安婦」問題の真の

法的な解決を実現させる努力をしなければなりません。 

 

「慰安婦」問題の真の解決を願うみなさん！ 
ぜひ、一緒に声をあげましょう！! 
 
３月15日(水曜日)天神旧岩田屋前 

1５：00～ パネル展示他 
           


